



                                           
                                                    遠藤 拓馬    (千葉市立千城台西中学校) 
                                                     早川 晃央 (富山県射水市立小杉南中学校) 
１ はじめに 



















































  ・７月，帰りの会の前に１人の男子生徒が突然，廊下で嘔吐。 
  ・運動会や合唱コンクールの練習中に，特定の男子生徒がふざけている。 








































































































 10年後に「遠藤の国語の授業を受けていて良かった」と思ってもらえるような存在になること。                                          
（遠藤） 
・ 不登校児との向き合い方で工夫していることはあるか。 
私が受け持っている生徒は対人関係に問題を抱えている子なので，特別支援の先生と協力しな
がら１対１で向き合うようにしています。その中で，「朝しっかり起きて週２日は学校に来る」な
どの低い目標を設定してあげるなど，生徒の成長を焦ること無く，３年間という長い目でその生
徒のことを見つめ，一つでも出来ることを増やせるように接しています。（早川） 
 
・ 「教員は生徒と同時に自分も大切にしなければならない」というお話を以前伺った。敢えて仕事
を「やめること」の基準は設けているか。 
教員の仕事を全て経験している訳ではなく，見えていない部分が多いので，今は正直分からない
です。「全てのことに全力で」という気持ちを持ってはいるが，「最低限してあげられること」の
基準を模索して行きたいと思っているところです。（遠藤） 
月に１日は全休日を作り，それを目指して仕事に取り組むようにしています。担任業務に関して
は，１学期に厳しく指導し上手く行かなかった反省を生かし，「あきらめる勇気」を意識するよう
になった。（早川） 
 
・ モチベーションが低い子にはどのように接するのか。 
 部活動の顧問からの指導は生徒にとって大きい効果があるので，他の先生方と連携しながら教育活
動全体で生徒に向き合うようにしています。（早川） 
 モチベーションが低い生徒こそ「認められたい」という想いを強く抱いているのでは無いかと思い
ます。本当は授業内での発表や普段の活動などで成果を出し褒められたいが，それが出来ないため
問題行動を起こしがちであるように思います。なので，廊下ですれ違った時や休み時間などにその
子の得意な活動についての賞賛をしてあげることで，少しずつ達成感を与えてあげるようにしてい
ます。（遠藤） 
 
・ 生徒との関わりの中で一番うれしかったことは何ですか。 
生徒から暑中見舞いをもらったことです。自分が指導した手紙の書き方をしっかりと用い，「遠藤
先生の授業が楽しいです」とそこに書いてくれたのを見て，「まだ何もしてあげられてないけれど，
彼女の中で自分が国語の先生として認められた」ということを実感しました。（遠藤） 
連絡帳に「社会の授業が楽しいです。」と書かれていたのを見てとてもうれしく思いました。やは
り，授業での生徒との関わりは格別のものがあると思います。（早川） 
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▽分科会後の感想から 
・ グループワークなども含め，積極的に参加できる形を取って頂きありがとうございます。改めて
自分はどうして教師になるのかについて考える機会となりました。まだまだ不安や悩みを抱えた身
ではありますが，色々な経験を積んで行きたいと思います。 
・ 教員の負の側面がやたらと強調される昨今，今日ほど「教員は楽しい！」というメッセージを伝
えてもらったことは「宝」です。ありがとうございました。 
・  初任の先生ならではのリアルな現状をたくさん聞くことができ，予想外なことにたくさんぶち
あたりながらも生徒と一緒に成長できる教員の魅力が伝わって来ました。また，「わからないこ
とがわから ない」という状況から自分に当てはまる未来像が浮かんだので，積極的な姿勢で物
事を吸収して行こうと思いました。 
・  授業を学習的な面でどう教えるかという話ではなく，日々の生徒の様子や同生徒と接して行く
かについて聞くことが出来たので，これまでの話と違い，とても貴重な時間を過ごすことが出来
ました。 
・ 若さあふれる発表でとても良かったです。「特別支援」の子ども，「ピンキリ」のキリの子ど
もの辛さや悲しみが実感できる人であり続けてください。これからに期待します。 
 
６ おわりに 
 今回の発表では「私たちが何かを伝える」というよりも「参加者と共に教育について考える」という
テーマを持って登壇させて頂いた。分科会後に行ったアンケートではたくさんの前向きな感想を頂いた
が，逆に私たちが普段行えていなかった日々の実践の振り返りをする機会となり，感謝の思いでいっぱ
いである。日々生徒からたくさんのことを共に学んでいる教員生活であるが，今回の発表でも多くのこ
とを共に感じ，学ぶことが出来たように思う。まだ見ぬ教員生活の醍醐味に向けて，目の前の物事にひ
たむきに向き合う決意が固まった時間であった。 
 先に述べた通り，我々２人は日々の業務に追われながら何とかそこに食らいついているのが現状であ
る。事前に満足に準備が出来ないまま臨んだ本番であったが，足を運んで頂いた参加者の方々が熱心に
話に耳を傾けながら，こちらが話しやすい空間を作って下さったことで，新米教師のありのままの姿を
お伝えできたように思う。進路に迷う学生や１，２年生が教員という仕事について何かしらの理解を深
めることが出来たならば幸いである。 
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